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紹
介

森
山

隆
著

『
上
代
国
語
音

韻

の
研
究

』原

口

裕

上

代
語

の
母
音

体
系

の
通
時

的

な
処

遇
を

テ
ー

マ
に

、
森
山

隆
氏

の
多

年

の
研
究

が
ま

と

め
ら

れ
た
。

史
前

日
本

語

よ
り
上

代

へ
至

る
史
的

変
遷

を
あ

つ
か

っ
た
専

著

と
し

て
は
他

に
例

を
見
な

い
も

の
で
あ

る
。

上

代
語

の
母
音

組
織

や

い
わ
ゆ

る
音
節

結
合

の
法

則

な
ど

が
、
通
時

的

に
ど

の
よ
う

な
性

格

の
も

の
で
あ

る

か
は
、

周
知

の
と

お
り

、
十
分

明

ら

か

に
な

っ
て
は

い
な

い
。

上

代
語

の
遡

及

に
関
し

て
容

易

に
見
解

の

一
致

が
得
ら

れ
な

い
の
は

、
む

し
ろ
当

然

の

こ
と

で
、

馬

渕
和
夫

氏

の
本

書

の

書

評

(
「
国
語

と

国
文

学
」

四

六
年
九

月

)
に
も

見
ら

れ

る
ご

と
く

で
あ

る
。

た
だ

、
語

源
的

な
詮
索

に
傾
き

が
ち

で
あ

っ
た

り
、
演

繹
的

な
方
法

を

取

ら
ざ

る
を
得

な

い
こ

の
分

野

で
、
微

視
的

な
方
法

を

も
あ

え
て
辞

せ

ず

、
事

実

の
入
念

な

分
析

か
ら

母
音

体
系

の
変

遷
を

再
構

し
よ
う

と
す

る

本

書

は
、

そ

の
提
出

す

る
独
自

の
仮

説

と
、

犀
利
な

方
法

と

に
よ

っ
て
、

基

礎

的
事

実

の
記
述

を
す

す

め
、
新

た
な

発
展

的
視

点
を

示
す

も

の
と
言

え
よ
う

。

本
書

の
目
次

を

示
す

と

序序
章

上
代
国
語
音
韻

の
研
究
方
法
と
そ
の
意
義

第

一
章

上
代
日
本
語
の
周
辺

第

一
節

魏
志
倭
人
伝
の
倭
語
表
記
に
つ
い
て

第
二
節

階
書
倭
国
伝
に
お
け
る
国
語
表
記
に
つ
い
て

ー

利

・
尼

・
堆
な

ど
の
用
法
-

第
二
章

上
代
オ
列
乙
類
の
諸
問
題

第

一
節

上
代
に
残
存
す
る

6
～

・u
対
応
に
つ
い
て

第
二
節

上
代
オ
ホ
ヲ
音
節
の
結
合
的
性
格

第
三
章

上
代

工
列
乙
類
の
形
成

第

一
節

工
列
乙
類
遡

源

ー

=e
ー

=o
交
替
現
象

の
意
義
ー

第
二
節

上
代

工
列
乙
類
の
性
格

第
四
章

ア
列
お
よ
び
イ
列
乙
類
の
変
遷

第

一
節

上
代
ア
列
の
後
母
音
性
に
つ
い
て

第
二
節

イ
列
乙
類
の
変
遷
「
「

音
価
推
定
の
方
法
論
的
考
察
ー

第
五
章

オ
列
甲
類
お
よ
び
ウ
列
に
関
す
る
二

・
三
の
問
題

第

一
節

七

・
八
世
紀
に
お
け
る
オ
列
甲
類
の
変
容

第
二
節

上
代
ウ
列
の
音
価
推
定

第
六
章

母
音
音
節
の
脱
落

・
縮
約
現
象
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第

一
節

母
音
音
節
の
脱
落
現
象
と
そ
の
意
義

第
二
節

母
音
音
節
の
縮
約
現
象
に
つ
い
て

第
七
章

連
濁
現
象
の
意
味
論
的
性
格

第

一
節

上
代
に
お
け
る
連
濁
現
象
の
実
態

第
二
節

不
連
濁
語
の
存
在
と
そ
の
意
義

第
八
章

音
韻
対
応
に
よ
る
意
味
分
化
の

一
形
態

第

一
節

上
代
語

「む
た
」

「う
ら
う
ら
」
の
背
景

第
二
節

万
葉
語

「
を
を
り
」
の
表
記
と
そ
の
語
義

あ
と
が
き

索
引

右

の
と

お
り

で
、

整
然

と
し

た
構
成

に
な

っ
て

い
る

が
、
そ

の
内
容

は
、

母
音

組
織

の
変

遷

過
程

の
記

述

と
、
脱

落

・
縮

約

や
連
濁

現
象

に

つ
い
て

の
形

態

音
韻
論

的

な
分

析

と
に

二
大
別

さ
れ

る
。

前
者

で
は
、

ま
ず

、各

音

節

の
具
体

的

な
音
変

の
状

況
を

明
ら

か

に
し
、

そ

の
歪

み
を
体

系

と
し

て
捕
捉

す

る

(
序
章

)
た

め
に
、

可
能

な
限

り

の

仮

名

用
字

と
漢

字
音

と

の
精
密

な
対

比

が
試

み
ら

れ
る
。

①

ア
列

に

つ
い
て
。

魏
志

倭

人
伝

で

は

(
一
章

一
節

)
、

ア
列

表
記

に

主

流

の
魚

部
麻
韻

所

属
字

か
ら
非

後

舌
的

な
広

め

の

a
を
推

定
す

る
。

上

代

語

で
は

(
四
章

一
節

)、
歌

韻
系

字

母
多

用

か
ら
す

る
ア

列

の
後

母
音

的

性

格

の
指
摘

(有

坂
説

)
は
、
舌
音
系
麻
韻
字

の
頭

子
音

の
制
約

、
唇

牙
喉
音

系

で
、
上
古

魚
部

出

自
麻
韻

字

の

e
(
甲

)化

に
よ
る
制

約
な

ど

に
よ

る
結

果

的
多

用

で
あ

っ
て
、
そ

の
特
殊

な
条

件

か
ら

は
主
張

で
き

な

い
と
す

る

批

判

に
加

え
、
上

古
歌

部
出

自

麻
韻
字

の
常

用
字

母
化

な

ど
か
ら

、
上
代

ア
列

は
推
古
朝

以

降
後

舌
母

音
性

を

失

い

つ
つ
あ

り
、

そ

の
非
後

舌
化

が

音
韻

体

系
全

体

の
変
容

に
影

響
し

て
、

音
節

結
合

の
法

則

の
形
骸

化
を
も

も
た
ら
し
た
と
推
定
す
る
。
有
坂
説
の
批
判
は
甚
だ
綿
密
で
あ
る
。
結
合

的
性
格
か
ら

a
の
中
性
化
を
認
め
る
泉
井
説
に
も
関
連
し
、
ア
列
の
変
容

を
上
代
母
音
問
題
の
核
心
的
主
題
と
す
る

二
八
六
頁
)
提
言
の
意
味
は
極

め
て
大
き
い
。

②

ウ

列

に

つ
い
て
。

魏

志
倭

人
伝

で
は
、
中

舌
的

合

θ
音

に

よ
る
特

徴

な
ど

か
ら
開

き
加

減

の
U
を
推

定

し
、
.上
代

語

で
(
五
章

二
節

)、

大
野

晋
氏

の
舌
音
系

模
韻

字
代

用
説

を
実

例
を
あ

げ

て
批

判
し

、
常

用
字

母
定

着

の
経

過
が
緻

密

に
追
求

さ
れ

て

い
る
。

し
か

し

て
、
尤
韻

・
上
古
魚

部

出
自

虞
韻

・
侯

韻

の
先

後

関
係

か
ら

、
ウ

の
口
の
開

き

が
ゆ
る

や

か
で
あ

っ
た

こ
と

の
推

定

と
、
魂

文
韻
字

の
使

用

・
ウ
列

オ
列

の
二
重

形

の
存

在

か
ら

、
新

し

い
時

代

に
お

け
る
中

舌
寄

り

の
変
容

を
述

べ
て
、

ア
列

と
同

種

の
傾
向

を
明

ら

か
に
し

て

い
る
。

た
だ

、
有

↓

(汗

)
↓

宇

の
交
替

や

君
字
の
使
用
に
は
文
字

の
視
覚
的

特

徴

も
考
慮

さ
れ

る

べ
き

で
、
漢

字
音

と

の
対

比

の
象

徴
的

事
例

に
あ

げ
ら

れ

る

の
は

い
か
が

で
あ
ろ
う

か
。

ま

た
、

訳
経

で
多

用
さ

れ
る
具

(
群

母

)
が
本
邦

で
も
常

用
化

さ

れ
る

と

い

っ
た

文

化
史

的
背

景
も

一
方

に
は
あ
ろ
う

。

③

オ
列

甲
に

つ
い
て
。

魏
志

倭

人
伝

で
は

、
魚
部

模
韻

所
属

字

が
中

心

で
、

開

い
た
0

で
あ

っ
た
可
能

性

が
強

く
、
推

古
朝

以
降

の
状
態

に

つ

い

て

は

(
五

章

一
節

)
、
模
韻

の

つ
↓

o
化

の
過
程

に
対

応
す

る
中

で
、

六

○
○

年
代

に

o
系
豪

侯
韻
所

属
字

の
使

用

が
見

ら
れ

る

こ
と

・
高

の
遺

存

的

用
法

・
古
事
記

に
お
け

る
刀
↓

斗

の
仮
名

用
字

の
交

替
な

ど

か
ら
、

o

↓

o
化

の
完
了

を
七

○
○
年

代

に
入

っ
て

の
も

の
と
す

る
。

こ
の
オ
甲

の

u
寄

り

に
オ
列

ウ
列

の
二
重

形
も

生
起

し

た
も

の
で

、
ウ
列

の
前

よ
り

化

の
因

に
も

な

っ
た
と
解

釈

さ
れ

る
。

伊

都
国

の
都

は
義

字
的

用
法

で
あ

る

と

の
指
摘

も
あ

り

(頼

惟
勤

氏
説

)
、

刀
↓

斗

の
交
替

は
、

ガ
表
記

に
我
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を

用

い
な

い
用
字

上

の
配
慮

と
同

種

の
も

の
と
も
考

え

ら
れ
、

問
題

は
残

る

で
あ

ろ
う
。

ウ
列

に
も
関
連

し

て
、
模

韻

の
合

性

に

つ

い
て

の
氏

の

御

意
見

も

更
に
う

か

が

い
た

い
気

が
す

る

(
合

的

要
素

を
認

め

る
考
え

も

示

さ
れ

て

い
る
。

一
二
八
頁

)。

④

オ
列

乙

に

つ

い
て
。
魏

志

倭
人

伝

で
は
、

之
部
蒸

部
所

属
韻

が
主

流

で

(但

し

、
塁

は
義

字
的

使
用

か

)
、

⑥
よ
り

い
く

ぷ
ん
開

い
た
中
舌

性

を

も

ち
、

陪
書

倭
国

伝

で
は

(
一
章

二
節

)
、

灰
韻
歌

韻
所

属
字

の
用
例

か
ら

ア

に
対
す

る

2
と
オ
甲

に
対

す

る

θ
の
二
系
列

の
可

能
性

の
推

測

/

1

2

も
あ

る
。

結
合
様

式

か
ら

6

6
の
均

斉

の
と

れ
た
女
性

母

音
を
想

定

さ
れ

る
著
者

の
、
字

音

か
ら
の
ア
プ

ロ
ー

チ

の

一
つ
で
あ

る
。

⑤

イ

列
乙

に

つ

い
て
。
微

韻

か

ら
之
韻

へ
の
変
移

を
中

心

に
考

え

る
亀

井

説

の
検

討

で

(
四
章

二
節

)
、
微
韻

が
選

択
的

に
使

用

で
き

る
状
況

に
な

い
事
実

を

明
ら

か

に
し

て

こ
れ
を
批

判

し
、
微

韻

の
音
価
推

定

に

か
か
わ

る
諸
家

の
学
説

の
検

討

か
ら
、

せ
ま

い
形

の
嶺
を
抽

出
さ

れ

る
。

支

之
韻

字

の
独
占

を
許

さ
な

い
微

韻
開

口
字

の
使

用
な

ど

よ
り
、

・-
と

o
の
中

間

的
な

も

の
か

ら

Y
へ
の
変

移

を
推
定

し

、
男
性

母
音

変
容

の
歪

み

の
影
響

を
考

え
ら

れ

る
。

通

説

の
長
音

的

性
格

を
否
定

す

る
立
場

で
あ

る
。

用
字

の
分

析

と
字
音

の
推

定

は
、

細
微

に
わ

た

っ
て
余
す

と

こ
ろ

が
な

い
。

ま

た

、
階
書

倭
国

伝

に

お
け

る
利

尼

の
使

用

に
関
す

る
上
古

脂
部

開

口
韻

の

検
討

二

章

二
節

)

と
比
較

し

て
、
氏

の
研

究

の
進
展

が
知

ら
れ

る
。

た

だ

、
結
合

的

性
格

へ
の
言

及
は
な

い
が
、
泉

井
氏

の
イ

列
乙

男
性

母
音
説

や

、
服
部

氏

の
首

里
方

言

よ
り
す

る
甲

拘

乙
ω
説

な

ど
と
は

ど

の
よ
う

に

か

か
わ

る

で
あ

ろ
う

か

(
オ
列
甲

で
は
服
部

説

へ
の
参

照

が
な
さ

れ

て

い

る
。

二
三

二
頁

)
。

今

後

の
展
開

は
ま

こ
と

に
興

味
深

い
も

の
が
あ

る
。

以
上

、
す

ぐ

れ
て
男

性
的

で
あ

っ
た
基
幹

母
音

の
非

後
母

音
化

に
よ

る

男

女
母
韻

の
対
立
的

特

徴

の
減

少

が
、
音

節
結

合

の
法
則

を

形
骸
化

し

、

ひ

い
て
は
上

代
特
殊

仮
名

遣
崩

壊

の
因

と
も
な

っ
た
史
的

経

過
を

、
用
字

の
字
音

の
上

で
丹
念

に
跡
づ
け

る
著
者

は
、

一
方

で
、

そ

の
変

容

に
見
合

う

、
結

合
様
式

の
機

能

を
、
意

味
論

的

な
肉

づ
け

を
加

え

て

(
序
章

)
遡

及
し

、
上
代

語

に
現
出

し

て

い
る

「
肢
行

的

」
な

対
応
関

係

の
復

元
を

試

み
ら

れ
る
。

即
ち

、

δ
～

u
の
対
応

で
異
義
的

関

係
を

も

つ
豊

富

な
事

例

を
あ

げ
、

6
1

6

・
U
-

a
の
二

音
節
語

に

一
般

称
対
特

殊

称

の
意

義

対

立

の
結

合
様

式
を

見
出

し

て
お
ら

れ
る

(
二
章

一
節

)
。

挙

列

(
限
ら

れ

た
資
料

に
お

い
て
、
そ

の
数

は
決

し

て
少
く

な

い
)

の
実
証

は
、
「
む

た
」

「
う

ら
う

ら
」

の
語
義

の
検

討

(
八
章

一
節

)

に
見
ら

れ
る

ご

と
く
あ

ざ

や
か

で
あ

る
。

同
義

・
類
義

の
関

係

に
あ

る

・o
～

a
の
対
応

(
八
章

二
節

「
を

を
り
」

の
考

証

は
そ

の

一
例

)

に
対
し

て
、

6
-

u
の
異
な

っ
た

積

極

的

な
対
応

の
結

合
機

能
を

認

め
る

こ
と

か
ら
、
更

に

a

・
u
に
そ
れ

ぞ

れ

に
対
応
す

る
別

種

の
二
系

列

の
女
性

母
音

が
予

想
さ

れ
、

均
斉

の
と
れ

た
母
音

体
系

の
想

定

が
な

さ
れ

る

こ
と
に
な

る
。

母
音

交
替

に
よ

る
形

状

言

の
実
現

に
意
義

関
係

を
関

与
さ

せ
な

い
川
端
善

明
氏

の
説

も
あ

る

か
ら
、

こ
の
問
題

は
今

後

の
上

代
語

研
究

の
焦

点

の

一
つ
と
言

え
よ
う

。

ま

た
、

爾
よ

り

の
転

成

の
み
で
形
成

さ

れ
た

の

で
は
な

い

(
三
章

一
節

)
、
安

定

し

た
存
在

で
あ

っ
た

斗
列

乙

(三

章

二
節

)
や
、
〔…
よ

り
位
置

の
低

い
イ
列

乙

(
四
章

二
節

)

は
、

こ
の
均
斉

の
と
れ

た
基
幹

母
音

の
対

応

に
ど

の
よ

う

に
位
置
す

る

の
で
あ
ろ
う

か
。

氏

の
研
究

の
展

開

が
待

た
れ

て
な

ら
な

い

。要

領
を

得
な

い
紹

介

で
限
ら

れ
た

紙
幅

を
費

や
し

、
六

・
七
章

の
形
態

音
韻

論
的

な
分

析

に
全
く

ふ

れ
る

こ
と

が
出

来

な

い

の
は
遺

憾

で
あ

る

が
、

事
例

の
周

到
な

実
証

か
ら

、

「
み

せ
か
け

の
法
則

」

を
厳

し
く

拒
否
す

る
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記
述

的
方
法

が

一
貫

し

て

い
る

こ
と
を

述

べ
て
稿

を
終

え

た

い
。

本

書

に

お
け
る

仮
名

用
字

と
漢

字
音

の
対

比

の
方

法

は
、

巨
視
的

に
共

通
項

を
求

め
る

の
で
な

く
、

選
択

の
可
能

性

を
海
彼

の
史

的
実

情

に
緻
密

に
照
ら

し

て
明
ら

か

に
し

た
上
、

所
属

韻
字

の
か
た
よ

り

に
蓋

然
性

を
見

出

そ
う

と
す

る
も

の
で
あ

る
。

そ

れ

だ
け

に
、
改

め

て
仮
名

用
字

の
音
写

の
精

度

が
問

題

に
さ

れ
て
よ

く

、
視
覚

的
な

記
号

と
し

て

の
性

格

も
論

じ

ら

れ
る

必
要

が
あ

ろ
う
。

こ
と

に
中
国

文
献

に

お
け
る
古

代

知
識

人

の
用

韻

の
背

景
や

、
外
国

語

表
記

の

一
般
的

な
傾

向

に

つ

い
て

の
調

査

も
欠

か

せ
な

い
と
思

わ
れ

る
。

問
題

は
中

国
音

韻
史

の
機

微

に
も

ふ
れ
る

も

の
で
、

中
国

音
韻

史
家

に
よ

る
本

書

の
評

価

が
別

に
な

さ
れ
ね

ば
な

ら
な

い
。

そ

の
意

味

で

は
、

こ

の
文
章

は
、

一
知
半

解

の
徒

の
紹
介

に
す

ぎ
な

い
も

の

で
あ

る

こ
と
を

お
わ

び
す

る
次
第

で
あ

る
。

(
昭
和

四
十

六
年

一
月

十

五
日

桜

楓
社
刊

四

八
○

○
円

)

受

贈

図
書

46
年

10
月

～
47
年

3
月

今
泉
塀
守
歌
文
集

国
語
音
韻
論
の
構
想

国
立
国
語
研
究
所
資
料
集
8

中
原

勇
夫

前
田

正
人

(現
代
新
聞
の
漢
字
調
査

〈中
間
報
告
〉
)

国
立
国
語
研
究
所

中
世
歌
書
翻
刻
第
2
冊

蒲
生
知
和
歌
集

王
朝

第
四
冊

万
葉
と
九
州

善
本
写
真
集
35

古
活
字
本

善
本
写
真
集
36

泰
西
名
著
古
版
集
第

一

大
津
絵
ぶ
し

(長
唄
稽
古
本
)

狂
歌
江
戸
の
花

藤
原
実
国
集

・
源
師
光
集

(修
復
本
文
)

私
の
今
治
市

へ
寄
附
し
た
る
文
化
財
総
覧
(上
・
中

・下
)

稲
田

浩
子

王
朝
文
学
協
会

中
村

行
利

天
理
図
書
館

天
理
図
書
館

今
井

源
衛

今
井

源
衛

森
本

元
子

河
野

信

一
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